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様
子
で
し
た
。
何
や
ら
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
よ
う
で
、
大
い
に
楽
し
み
で
す
。
皆
さ
ん
、
憲
法
改
正
の

戦
い
の
準
備
は
整
い
ま
し
た
。
共
に
戦
い
ま
し
ょ
う
、
共
に
勝
ち
ま
し
ょ
う
。
今
度
こ
そ
、
憲
法
改
正
の
戦
い
に

勝
利
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（文
責
・日
本
会
議
愛
知
県
本
部
事
務
局 

南
部
文
宏
） 

 

 

日
本
会
議
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
大
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
ろ
う
！
」報
告 

あ
い
ち
通
信 

 

第
六
十
五
号 

 
皇
太
子
同
妃
両
殿
下 

奉
迎 

 

報
告 

皇
太
子
同
妃
両
殿
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
去
る

十
一
月
九
日
か
ら
十
日
の
二
日
間
、
「ユ
ネ
ス
コ
世
界

会
議
」
御
臨
席
の
た
め
、
愛
知
県
に
行
啓
あ
そ
ば
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
会
議
愛
知
県
本
部
は
、
会
員
並
び
に
協

力
団
体
各
位
の
御
支
援
を
得
て
、
Ｊ
Ｒ
名
古
屋
駅
太

閤
口
に
て
奉
送
迎
活
動
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
当
日

は
道
行
く
人
々
に
約
千
本
の
日
の
丸
小
旗
の
配
布
を

行
ひ
奉
送
迎
行
事
に
御
参
加
頂
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
名

古
屋
駅
に
御
到
着
さ
れ
た
両
殿
下
は
に
こ
や
か
に
御
手

を
振
ら
れ
な
が
ら
、
出
迎
へ
た
人
々
の
歓
迎
の
意
に
御

応
へ
に
な
ら
れ
て
ゐ
ま
し
た
。 

両
殿
下
の
御
姿
を
拝
見
し
、
神
武
建
国
以
来
二
七
〇

〇
年
近
く
に
渡
る
万
世
一
系
の
御
皇
室
を
戴
く
此
の

国
に
日
本
人
と
し
て
生
を
受
け
た
幸
運
に
改
め
て
感

謝
の
念
を
抱
か
ず
に
は
ゐ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

本
活
動
に
御
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
、
此
の
度
は
誠
に

あ
り
が
た
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（文
責
・日
本
会
議
愛
知
県
本
部
事
務
局 

堀
晃
司
） 

去
る
十
一
月
三
十
日
（日
）ア
パ
ホ
テ
ル
名
古
屋
錦
に
お
い
て
、
第
一
部
は
小
川
榮
太
郎
先
生
に

よ
る
憲
法
改
正
の
提
言
が
、
第
二
部
は
決
起
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
川
講
師
の

憲
法
改
正
論
は
、
緻
密
な
理
論
を
積
み
上
げ
た
も
の
で
、
且
つ
、
発
せ
ら
れ
る
そ
の
お
言
葉
は
、

美
し
い
日
本
語
を
ふ
ん
だ
ん
に
駆
使
し
、
心
震
え
る
感
動
も
の
で
し
た
。
文
芸
評
論
家
が
政
治

論
を
唱
え
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
格
調
高
く
聴
く
者
を
陶
酔
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
な
の
か
と
驚
き
ま

し
た
。 

第
二
部
は
、
椛
島
有
三
事
務
総
長
に
よ
る
運
動
構
想
発
表
の
後
、
運
動
方
針
発
表
、
意
見
表

明
、
決
議
文
朗
読
な
ど
を
、
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、
静
岡
、
長
野
か
ら
駆
け
つ
け
た
同
志
が
分
担

し
て
行
い
、
文
字
通
り
、
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
の
総
力
を
上
げ
た
熱
気
溢
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
時
恰
も
、
衆
議
院
選
挙
告
示
の
二
日
前
で
、
立
候
補
予
定
者
も
各
党
か
ら
た
く
さ
ん
駆
け

つ
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。
一
分
で
も
貴
重
な
こ
の
時
期
に
、
本
会
の
行
事
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ

た
候
補
者
全
員
の
当
選
を
心
か
ら
願
い
ま
し
た
。
同
時
に
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
下
さ
る

政
治
家
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
増
え
た
こ
と
に
、
感
慨
深
い
も
の
も
覚
え
ま
し
た
。 

第
三
部
懇
親
会
で
は
小
川
講
師
と
椛
島
総
長
が
膝
詰
め
で
憲
法
改
正
論
議
を
交
わ
さ
れ
た
ご 

 

三
島
・森
田
両
烈
士
四
十
四
年
祭 

実
施
報
告 

去
る
十
一
月
二
十
三
日
の
新
嘗
祭
の
日
に
愛
知
県
護
国
神
社

桜
華
会
館
に
お
い
て
三
島
由
紀
夫
・森
田
必
勝
両
烈
士
の
四

十
四
年
祭
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
二
部
に
は
皇

學
館
大
學
教
授
の
松
浦
光
修
（み
つ
の
ぶ
）氏
に
よ
る
「三
島
由

紀
夫
と
憲
法
改
正
の
視
座 

ー 

国
民
投
票
実
現
に
向
け
て
」
と

題
し
た
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
檄
文
の
中
に
も
あ
る

よ
う
に
自
ら
を
否
定
す
る
憲
法
を
守
る
と
い
う
矛
盾
を
抱
え

た
自
衛
隊
に
決
起
を
促
し
た
三
島
先
生
の
思
い
を
改
め
て
胸

に
刻
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
三
島
先
生
は
最
期
に
「自

衛
隊
を
天
皇
に
お
か
え
し
し
な
け
れ
ば
日
本
の
国
は
滅
び
ま

す
。
」
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
自
刃
さ
れ
た
こ
と
は
初
め
て
知
り

ま
し
た
。
ま
さ
し
く
こ
れ
が
建
軍
の
本
義
に
か
な
う
こ
と
で
あ
る

と
深
く
納
得
し
ま
し
た
。
と
て
も
勉
強
に
な
る
お
話
で
し
た
。

（文
責
・日
本
会
議
愛
知
県
本
部
事
務
局 

松
川
秀
康
） 

 例
会
の
主
題
は
憲
法
改
正
で
す
。
特
に
九
条
二
項
の
改
正
に
焦

点
を
当
て
て
学
習
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

主
な
意
見
を
挙
げ
る
と
「憲
法
改
正
に
つ
い
て
、
戦
後
２
回
目
の

好
機
で
あ
る
。
安
倍
総
理
が
政
権
に
就
い
て
お
ら
れ
る
間
に
実

現
し
よ
う
」
と
い
っ
た
前
向
き
な
内
容
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国

体
護
持
の
立
場
か
ら
「天
皇
陛
下
は
国
家
元
首
で
あ
ら
れ
、
政

治
の
責
任
は
国
民
に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
べ
き
」
。
運
動
戦
略

の
立
場
か
ら
「国
民
を
納
得
さ
せ
る
た
め
の
合
わ
せ
技
は
や
む
を

得
な
い
が
、
環
境
権
は
将
来
の
経
済
に
悪
影
響
で
あ
る
」
と
い
っ

た
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
、
弊
支
部
は
憲
法
改
正
の
実
現
に
向
け
て
例
会
や
講
演
会

等
を
開
催
し
つ
つ
、
新
規
会
員
の
獲
得
に
努
め
、
組
織
拡
大
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
指
導
の
ほ
ど
、
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（文
責 

日
本
会
議 

愛
知
県
本
部 

春
日
井
支
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

事
務
局
長 

子
安
博
明
） 

 

春
日
井
支
部
「憲
法
改
正
の
実
現
へ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
と
意
見
交
換
」実
施
報
告 

 

去
る
十
一
月
十
六
日
（土
） 

春
日
井
市
の
「ル
ネ
ッ
ク
勝
川
」
に
お
い
て
、
「憲
法
改
正
の
実
現
へ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑

賞
と
意
見
交
換
」
と
題
し
、
春
日
井
支
部
の
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

例
会
は
、
丹
羽
秀
樹
衆
議
院
議
員
（愛
知
６
区
）の
代
理
と
し
て
藤
原
雅
也
秘
書
、
春
日
井
市
議
会
か
ら

長
縄
典
夫
議
員
、
加
納 

満
議
員
、
長
谷
川
達
也
議
員
を
お
迎
え
し
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
例
会

の
指
導
役
と
し
て
愛
知
県
本
部
事
務
局
か
ら
南
部
文
宏
氏
、
西
春
日
井
支
部
か
ら
水
田
美
子
支
部
長
が

お
越
し
く
だ
さ
り
、
円
滑
な
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■１月４日（日）午前８時開始、９時終了予定。 
■引き続き２月１日（日）午前８時より実施予定。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社屋
の木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大
雨は中止になりますが疑わしい天気の場合には、
現場責任者の服部宛、電話 (070-6583-4588)
を下さい。★１２月７日は、１３名の方にご参加いた
だき掃除をしました。ありがとうございました。 
前号では日付の誤表記がありました。申し訳ありま
せんでした。 
 

●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 

平成二十七年一月  
 

 
事
務
局
日
誌 

（十
一
月
）  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

服
部
守
孝 

 

新
規
入
会
者
ご
紹
介 

 
 

 
 

（平
成
二
十
六
年
十
月
） 

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

井
上
由
貴
男
（正
会
員
） 

深
津
孝
明
（正
会
員
） 

加
藤
孝
保
（正
会
員
） 

西
浦
結
貴
（支
援
会
員
） 

中
谷
基
之
（支
援
会
員
） 

内
田
長
人
（支
援
会
員
） 

大
海
誠
司
（支
援
会
員
） 

種
別
順
入
会
日
順
・敬
称
略 

一
日
（土
）「歴
史
体
験
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参

加
。
宿
舎
は
代
々
木
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
。
こ
こ
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選

手
村
跡
地
で
あ
り
、
広
大
な
敷
地
に
幾

棟
も
の
施
設
が
建
っ
て
い
た
。 

二
日
（日
）靖
国
神
社
昇
殿
参
拝
の
後
、

門
田
隆
将
氏
に
よ
る
記
念
講
演
を
拝
聴

し
た
。
特
攻
兵
士
の
方
々
の
縁
者
を
訪

ね
、
そ
こ
か
ら
明
か
さ
れ
る
秘
話
を
紹

介
さ
れ
た
。
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
す
す
り

泣
く
人
あ
り
。
斜
め
右
前
に
ハ
ン
カ
チ
で

涙
を
拭
う
椛
島
有
三
事
務
総
長
を
発

見
。 

四
日
（火
）本
部
よ
り
野
崎
昭
夫
事
務 

局
次
長
を
迎
え
、
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
者
大
会
の
第
二
回
準
備
会
を
開
催
。

動
員
計
画
、
当
日
運
営
が
ほ
ぼ
固
ま

り
、
大
会
成
功
を
期
し
た
。 

九
日
（日
）皇
太
子
同
妃
両
殿
下
が

「世
界
ユ
ネ
ス
コ
会
議
」
御
臨
席
の
た
め

愛
知
県
に
行
啓
あ
そ
ば
さ
れ
、
名
古

屋
駅
に
て
お
出
迎
え
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
配
布
し
た
日
の
丸
小
旗
は
一

千
本
。
妃
殿
下
の
お
出
ま
し
に
、
多
く

の
奉
迎
者
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
た
。 

十
日
（月
）全
て
の
御
公
務
を
終
え
ら

れ
た
両
殿
下
を
、
再
び
名
古
屋
駅
に

て
お
見
送
り
申
し
上
げ
た
。
配
布
小

旗
は
一
千
本
。
夜
は
、
金
山
神
社
に
て

戦
争
展
全
体
会
議
。
保
守
系
七
団
体

の
代
表
が
集
ま
っ
た
。 

十
四
日
（金
）名
古
屋
中
支
部
定
例

会
に
て
「幕
末
維
新
の
先
人
に
学
ぶ
～

西
郷
隆
盛
～
」
と
題
し
て
、
講
演
。
大

西
郷
の
大
西
郷
た
る
所
以
は
、
功
業

の
人
よ
り
も
至
誠
の
人
で
あ
っ
た
こ
と

を
強
調
し
た
。 

十
八
日
（火
）安
倍
首
相
が
衆
議
院

議
員
解
散
を
発
表
。
十
二
月
二
日
告

示
、
十
四
日
投
開
票
と
な
っ
た
。 

二
十
三
日
（日
）三
島
・森
田
両
烈
士

四
十
四
年
祭
に
参
列
。
松
浦
光
修
氏

（皇
学
館
大
学
教
授
）よ
り
記
念
講

演
を
い
た
だ
い
た
。
天
皇
と
軍
隊
に
つ

い
て
、
憲
法
の
核
心
に
触
れ
ら
れ
た
。

義
挙
に
あ
た
り
、
三
島
先
生
が
益
田

総
監
に
対
し
「自
衛
隊
を
天
皇
陛
下

に
お
返
し
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
言
わ

れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
心
に
染
み
入
っ

た
。 

二
十
六
日
（水
）大
学
卒
業
後
の
三

年
半
（昭
和
五
十
七
年
～
六
十
年
）

勤
務
し
て
い
た
職
場
（海
部
土
地
改

良
事
務
所
）の
上
司
三
名
と
二
十
五

年
ぶ
り
に
再
会
、
旧
交
を
温
め
た
。
私

は
こ
の
上
司
の
方
た
ち
と
働
い
た
が
、

国
民
運
動
の
道
を
選
ん
で
退
職
し
た
。

昭
和
天
皇
様
の
御
在
位
六
十
年
奉

祝
運
動
組
織
を
立
ち
上
げ
る
た
め

だ
っ
た
。
理
事
長
だ
っ
た
吉
川
博
先
生

（故
人
・当
時
参
議
院
議
員
）に
辞
職 

 

御
寺 

泉
涌
寺
を
護
る
會 

定
期
総
会 

出
席
報
告 

願
を
持
参
す
る
と
、
「君
が
青
雲
の
志
を
抱
い
て

辞
め
て
行
く
の
な
ら
、
喜
ん
で
送
り
出
そ
う
。
し

か
し
、
何
の
後
ろ
盾
も
無
い
団
体
で
、
身
を
滅
ぼ

す
こ
と
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
私
は
反
対
で

あ
る
」
と
、
言
わ
れ
た
。
私
は
こ
う
申
し
上
げ
た
。

「天
皇
陛
下
は
こ
の
六
十
年
間
、
御
苦
労
の
連
続

で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
僕
は
天
皇
陛
下
に
御

恩
返
し
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
。
当
時
二
十

七
才
、
純
粋
で
ひ
た
む
き
だ
っ
た
。
爾
来
二
十
九

年
。
こ
の
場
面
が
人
生
を
運
命
化
し
た
。 

三
十
日
（日
）日
本
会
議
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者

大
会
に
二
百
名
が
参
集
。
成
功
裏
に
終
了
し
た
。

企
画
立
案
よ
り
五
ヶ
月
。
関
係
各
位
の
ご
尽
力

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

報
告
・名
古
屋
東
部
支
部 

第
十
五
回
勉
強
会
、
街
宣
実
施
！ 

 

≪

第
一
部≫

●
開
催
日
時 

十
一
月
十
六
日(

日) 

午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
四

十
五
分
●
会
場 

野
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
●
会
費 

五
百
円
●
参
加
者
数 

二
名
【勉
強
会
】テ
ー
マ
：
「今
後
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
」
、
座
長 

東
部
支
部
事
務

局
長 

加
藤
貴
之…

今
回
は
参
加
人
数
が
少
な
い
事
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
内
容
を

変
更
し
今
後
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。
一
部
と
二
部
の
間
に

時
間
が
空
い
て
し
ま
い
間
延
び
し
て
し
ま
う
点
な
ど
の
問
題
を
考
慮
し
勉
強
会
の
時

間
と
場
所
の
変
更
の
必
要
性
な
ど
が
議
題
と
し
て
上
が
り
ま
し
た
。≪

第
二
部≫

 

街
頭
演
説
活
動
●
開
催
日
時 

同
日 

午
後
二
時
～
四
時
●
場
所 

昭
和
区 

御

器
所
交
差
点
南
西
角
地
●
会
費 

無
料
●
参
加
者
数 

三
名
【街
宣
】衆
議
院
が
解

散
さ
れ
る
と
い
う
報
道
が
多
く
さ
れ
て
い
る
中
で
の
街
宣
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
も
し

選
挙
が
行
わ
れ
る
な
ら
ば
争
点
と
し
て
自
主
憲
法
制
定
の
是
非
を
問
う
べ
き
だ
と
い

う
内
容
や
選
挙
後
に
第
３
次
安
倍
政
権
が
誕
生
す
る
な
ら
ば
再
度
、
初
心
に
戻
っ
て

憲
法
改
正
に
歩
み
を
進
め
て
ほ
し
い
等
、
普
段
行
っ
て
お
り
ま
す
内
容
に
時
事
の
話

題
を
加
え
訴
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
足
を
止
め
て
マ
イ
ク
の
声
に
耳
を
傾
け
て
く
だ

さ
る
方
も
少
な
い
な
が
ら
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
今
後
も
地
道
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
☆
名
古
屋
東
部
支
部
で
は
自
主
憲
法
制
定
に
関
し
て
街
宣
活

動
に
て
訴
え
て
欲
し
い
内
容
や
支
部
活
動
に
関
す
る
御
意
見
・ア
イ
デ
ア
な
ど
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
メ
ー
ル
（kak

e
hashi_k

ato
u@

ho
tm

ail.co
.jp 

加
藤
貴
之
宛
）ま

で
お
気
軽
に
ご
連
絡
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
☆
（文
責
・日
本
会
議 

愛
知

県
本
部 

名
古
屋
東
部
支
部 

事
務
局
長 

加
藤
貴
之
） 

去
る
十
一
月
九
日
御
寺
（み
て
ら
）泉
涌
寺
（せ
ん
に
ゅ
う
じ
）を
護
る
會
の
定
期
総
会

に
出
席
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
日
本
会
議
愛
知
県
本
部
か
ら
は
水
田
美
子
西
春
日
井

支
部
長
と
金
山
神
社
の
神
職
の
上
原
真
央
さ
ん
と
私
の
三
名
の
参
加
で
す
。 

泉
涌
寺
は
鎌
倉
時
代
に
創
建
さ
れ
た
真
言
宗
の
お
寺
で
、
京
都
市
東
山
区
に
あ
り
ま

す
。
紅
葉
で
有
名
な
東
福
寺
の
東
隣
に
位
置
す
る
こ
と
ろ
で
す
。
御
寺
と
い
う
言
葉
が

示
す
通
り
皇
室
と
の
関
わ
り
が
深
く
、
天
智
天
皇
か
ら
昭
和
天
皇
ま
で
歴
代
天
皇
の

御
位
牌
を
お
祀
り
し
て
い
ま
す
。 

護
る
會
の
総
裁
に
は
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下
を
ご
推
戴
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
会
長
は
代
々
元
経
団
連
会
長
に
就
任
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
現
会
長
は
御
手
洗

富
士
夫
氏
で
す
。 

我
々
三
名
は
、
午
前
十
時
こ
ろ
受
付
を
済
ま
せ
た
後
に
、
後
堀
河
天
皇
陵
、
孝
明
天

皇
陵
、
月
輪
陵
、
後
月
輪
陵
を
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

十
一
時
過
ぎ
こ
ろ
に
は
、
秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
を
お
載
せ
し
た
車
を
お
迎
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
両
殿
下
は
午
前
の
理
事
会
に
ご
臨
席
に
な
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。 

午
後
一
時
か
ら
定
期
総
会
は
始
ま
り
ま
し
た
。
「両
殿
下
を
拍
手
で
お
迎
え
く
だ
さ

い
。
」
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
し
た
が
、
我
々
三
名
は
、
両
殿
下
が
目
の
前
に
お
出
ま
し

に
な
ら
れ
た
ら
深
々
と
お
辞
儀
を
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
両
殿
下
ご
臨
席

の
も
と
総
会
は
進
行
し
て
い
き
ま
し
た
。
総
裁
宮
殿
下
の
お
言
葉
も
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
年
の
講
演
は
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
理
事
長
の
冷
泉
為
人
氏
に
よ
る 

「伝
統
文
化
の
継
承
に
つ
い
て
」
で
し
た
。
総
会
終
了
後
、
両
殿
下
は
境
内
の
菊
の
展
示

を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
た
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
感
激
し
ま 

し
た
。
御
寺
泉
涌
寺
を
護
る
會
に
入
会

ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
声
か

け
く
だ
さ
い
。
（文
責
・日
本
会
議
愛
知

県
本
部
事
務
局 

松
川
秀
康
） 


